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事例・参考資料 

 

事例紹介 

事例紹介① 

【農でつながる活き活き会議 ～農の新たな価値創出のための対話・交流の場～ 】 

地域住民の農に対する理解、情報共有 

平成 26 年に開催した「農でつながる活き活き会議」のような農業者やプレイヤーが繋がり、活動の持続発展や新たな

価値を創出する場を作った。福祉、商工、産業分野へも積極的に働きかけを行い、異業種の連携による新たな農に関

わる活動の推進力を創出した。 

  
 

事例紹介② 

【ひのうバル・キョテンベジくらぶ ～農の新たな販売拠点の創出～ 活動主体：キョテン 107】 

市内飲食店やデザイナー（デザイン力）のコラボにより、バルの開催や農作物の販売所の設置、料理教室（販売チャネル）の

活動が生まれた。 

  
 

事例紹介③ 

【キャナルマーケット ～農をテーマとした新たな価値創出～ 活動主体：キョテン 107】 
内容：場所は果樹園。ぶどう狩りチケット販売。参加人数としては約 600 人。新鮮地場野菜の販売の他に、LIVE、木工ＷＳ、

子ども向けＷＳ、手相見、駄菓子とおもちゃ、ザリガニ釣り、TOYODA BEER、メキシコビール、南インドカレー、オリジナルクラフ

トビール、日野台ワイン 
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事例紹介④ 

【コミュニティガーデン・三鷹市】 

東京の三鷹市では、住宅地の中の小さなスペースを利用したコミュニティガーデンづくりが行われています。地域のみなさ

んと検討会を開き、コミュニティガーデンの想いやテーマ、デザインなどについて話し合い、運営しています。参加メンバー

が自ら植栽するなど、住民が主体となって空間づくりや維持管理を担っています。 

   
植え付け作業に関する説明  剪定バサミを使ったメンテナンス 

   
植え付け作業    作業後のティータイム 

 

事例紹介⑤ 

【農の学校 農的スキルを身に着ける援農市民養成講座 活動主体：日野市】 

農業者の高齢化や後継者の不足、相続による田畑の減少している一方、都市化の中で、自然とのふれあいを望む市民も

大勢おり、市民団体による「援農」活動を行っている。市民の方々がより高度な援農活動ができるよう、農業知識や技術を

習得する場として、「農の学校」を市が開設している。なお、全カリキュラム修了後は、援農ボランティア団体の一員として、

農業者の畑で活動することが可能。 

●援農活動を実践するための農業知識、技術の修得 

・受講期間：1年間 

・講座による知識の習得：月 1回 

・圃場での実習（土作りから収穫まで）：月 2回から 5回 
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事例紹介⑥ 

【安定した運用を行うために複数の団体による運営を行う 活動主体：くにたち農園の会】 

農体験を活動の主軸としながらも、子ども食堂、レストラン、子育て広場、森のようちえん等の複数の活動主体が NPO 法

人くにたち農園の会に所属し活動しています。他にも、それぞれの団体が外部の組織と連携し、DVD の映像作成、事業者

との連携、婚活イベント、大学サークル活動等幅広い連携を実現しており、結果的に持続的な組織運営を可能としていま

す。 

 
 

事例紹介⑦ 

【地域活動に取り組む NPO・市民活動団体を支える寄付 活動団体：（公財）京都地域創造基金】 

京都地域創造基金は 2009 年に 300人以上の市民の寄付で設立されたコミュニティ財団です。皆様の寄付が京都の未

来を創ります。子ども教育、医療、障がい者福祉、国際、多文化共生、環境、地域、文化などのカテゴリーから多数プロジ

ェクトを展開。 

社会の課題解決や地域の活性化などの公益活動を支援したい人々と、公益活動を推進する団体等の双方の想いを具

現し、資源の仲介を行い、社会を構成するすべての主体が公益を支える仕組みを構築することにより、持続可能で豊かな

地域社会の創造と発展に資することを目的に、事業を展開している。 

財団を通しての寄付の総額（2018年 11月 22日時点）は、約 4億円（6,250件）。 

 

【事業内容】 

①公益活動を行う団体に仲介・提供するために、公益活動に必要な資金等の資源を募り、確保する事業 

②公益活動を行う団体に対し、融資、助成、顕彰等を行う事業 

③公益活動を支援するために、不動産等の資源を活用する事業 

④公益活動を行う団体に対し、その経営に必要な資源を提供する事業 （次ページ続く） 

⑤公益活動を行う団体及び資源提供者に対するコンサルティング事業 

⑥公益活動に係る調査研究、情報収集及び情報発信に関する事業 

⑦公益活動を推進するための普及・啓発物品、寄附金付物品及び出版物等の販売 

⑧社会を構成する多様な主体が公益活動を支え、担う仕組みの検討及び実施に係る事業 等 

 

【寄付の仕組み】 
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事例紹介⑧ 

【みどり税 ～地域活動に取り組む NPO・市民活動団体を支える寄付～ 活動団体：横浜市】 

横浜市では「横浜みどりアップ計画」を策定し、樹林地を守るための買い取り制度などを導入する一方、その財源につい

ては市民税均等割の超過課税により広く市民がその財源を拠出する制度を導入した。「横浜みどり税」の課税方法は、個

人は市民税の均等割に年間900円を上乗せし、法人は市民税の年間均等割の9％相当額を上乗せ（欠損法人は免除）

するものである。具体的な使い方や年度間の財源調整を図るため、みどり税の税収相当額は「横浜市みどり基金」に積み

立て、活用、管理される。 

制度創設に至る過程は研究会を設置し、市民アンケートを実施の上検討を重ね、仕組みとして 5年間の時限措置の制

度を設けた。税収規模は年 24 億円で、その税収は基金に積み立て特別会計を通じて「横浜みどりアップ計画」に掲げら

れた事業に充てるものとしている。それは、財源が不足を理由に超過課税を行うのではなく、独自の施策を実施するため

に超過課税を行う発想であり、税の使途明確化の為の基金設置と相俟って施策の目的と効果を明確にできる、言わば

“やる気の起こる仕組み”である。さらに、施策効果検証には市民参加組織を設置している。 

「横浜みどり税」は、独自税制であるが「法定外税は市の固有施策を根拠に活用されるべき」との立場での精緻な手続

きを経て実現に至った（「みどり税」は法定外税ではなく超過課税である）。一方では固定資産税の軽減措置を講じた緑の

保全創造を実施し、一定の緑化基準を超えて緑化を行っている土地については、上乗せ緑化部分の税額の 1/4 を軽減

する制度も設けている。 

 

➢ 平成 21年～25年の「５か年の目標」「みどりアップ計画」その成果 

5 か年の目標を設定し、横浜みどりアップ計画（42 事業）を策定し、「樹林地を守る」、「農地を守る」、「緑をつくる」の

3本の柱で施策を講じている。 

 

◇「樹林地を守る」施策 

「緑地保全制度による樹林地の指定」（土地の所有

権は地権者に残したまま、樹林地を保全する区域を

都市計画で定めたり、10年以上、樹林地の保全を契

約してもらう取り組み）により、その土地の樹林を伐

採、家やマンションの建設が出来なくなる代わりに、固

定資産税の減免や、樹林地を維持管理する作業費

用の一部を市が助成する制度に活かされている。 

◇「農地を守る」施策 

10年以上水稲を続けることを条件に、農業者に奨励金を出す水田保全契約奨励事業などがある。 

◇「緑をつくる」施策 

保育園や幼稚園の園庭、小中学校の校庭などの芝生化への取組などを進めている。 
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その他 

農地の貸借について 

都市農地の貸借の円滑化に関する法律施行後に特定農地貸付法に基づき生産緑地に開設する市民農園について

も、これまで制度上認められていなかった納税猶予制度適用農地での開設、さらに市民農園を開設中に貸付人である

生産緑地の所有者に相続があった場合に所有者の相続人が相続税納税猶予制度の適用をうけることができるように

なります。 

なお、個人で開設する場合は市と協定廃止条件付きの貸付協定を結ぶことが要件となります。 

ただし、市民農園の開設中に所有者（貸付人）に相続が発生し、所有者の相続人が生産緑地の返還を受けて生産緑

地の買取申出をする場合には、一定の要件を満たす必要がありますので、市民農園の開設手続きを進める前に十分に

確認することが必要です。 

 
 

都市再生推進法人について 

➢ 都市再生推進法人とは、都市再生特別措置法に基づき、都市の再生に必要な公共公益施設の整備等を重点的に

実施すべき土地の区域のまちづくりを担う法人として、市町村が指定するものをいいます。 

➢ 市町村は、まちづくりの新たな担い手として行政の補完的機能を担いうる団体を、都市再生推進法人として指定でき

ます。都市再生推進法人は、自らの業務を行うために必要な都市再生整備計画の作成を、市町村に提案すること

ができます。 

 
➢ 都市再生推進法人とは、まちづくりに関する豊富な情報・ノウハウを有し、運営体制・人材等が整っている優良なまち

づくり団体に公的な位置づけを与え、あわせて支援措置を講ずることにより、その積極的な活用を図る制度です。 

➢ 都市再生推進法人には、市町村や民間デベロッパー等では十分に果たすことができない、まちづくりのコーディネータ

ー及びまちづくり活動の推進主体としての役割を果たすことが期待されます。 

➢ 都市再生推進法人の主な業務 

都市再生推進法人は、都市の再生に必要な公共公益施設の整備等を重点的に実施すべき土地の区域や、立地

適正化計画の区域において、以下の業務（一部の業務でも可能）を行います。（法第１１９条）  
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【資料１】日野市における中学校区別「緑・農・用水路」に関わる活動（その１） 

   

Ｎ
ｏ
中
学
校
区

団
体
名

目
的

活
動
内
容

主
な
活
動
エ
リ
ア

市
関
係
部
署

1
一
中

緑
を
愛
す
る
会
日
野

仲
田
の
森
蚕
糸
公
園
の
緑
の
保
全

ミ
ニ
ビ
オ
ト
ー
プ
の
植
栽
・
草
刈
り
・
花
壇
作
り
な
ど

仲
田
の
森
蚕
糸
公
園

緑
と
清
流
課

2
一
中

谷
仲
山
緑
地
を
守
る
会

谷
仲
山
緑
地
の
保
全
と
里
山
復
活

雑
木
林
の
維
持
管
理
作
業
、
植
生
調
査
と
保
護
、
カ
タ
ク
リ
の

見
学
会
や
学
習
会
の
開
催
な
ど

谷
仲
山
緑
地
(神
明
第
1
緑
地

～
第
7
緑
地
）

緑
と
清
流
課

3
一
中

緑
地
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

東
光
寺
緑
地
保
全
地
域
の
保
全

崖
線
の
緑
の
下
草
刈
り
や
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
、
植
物
保
護
､

植
生
調
査
、
学
校
と
の
社
会
貢
献
活
動
の
協
働

東
光
寺
緑
地
保
全
地
域

東
光
寺
第
1
・
第
2
緑
地

緑
と
清
流
課

4
一
中

た
ん
ぼ
の
学
校
実
行
委
員
会

た
ん
ぼ
の
学
校

水
田
で
の
稲
作
り
を
通
じ
て
日
野
市
の
農
業
・
環
境
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る

よ
そ
う
森
公
園

中
央
公
民
館

5
一
中

中
央
公
民
館
・
郷
土
資
料
館
共
催

農
業
体
験
講
座
（
大
豆
・
ス
イ
カ
)を
育
て
る

親
子
で
土
に
触
れ
、
食
物
を
育
て
る
こ
と
で
､自
然
と
の
共
生
、

人
間
相
互
の
共
生
を
図
る
。
大
豆
で
豆
腐
作
り
。
農
機
具
は
郷

土
資
料
館
で
昔
の
道
具
を
借
り
て
実
施

中
央
公
民
館

郷
土
資
料
館

6
一
中

日
野
第
一
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

校
庭
に
水
田
あ
り

7
一
中

日
野
第
四
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

農
家
の
水
田
を
借
用
し
て
、
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
農
家
が
指

導
。
校
庭
の
田
ん
ぼ
で
は
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
稲
作
り
を
行
い
、
児

童
は
観
察
の
み
。

8
一
中

仲
田
小
学
校

9
一
中

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し

子
ど
も
が
主
人
公
の
居
場
所
作
り
を
通
し
て
「
子

ど
も
が
い
る
か
ら
つ
な
が
る
人
の
輪
」
を
広
げ
る

プ
レ
ー
パ
ー
ク
開
催
・
野
外
保
育
「
ま
め
の
め
」
運
営
・
遊
び
事

業
・
人
の
輪
事
業
・
仲
田
の
森
蚕
糸
公
園
等
清
掃
管
理
事
業

仲
田
の
森
蚕
糸
公
園
・
川
や

丘
陵
地
・
西
平
山
古
民
家

1
0

二
中

南
丘
雑
木
林
を
愛
す
る
会

雑
木
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
修
了
生
を
中
心
に

「
明
る
く
健
全
な
雑
木
林
を
次
世
代
に
」

南
平
丘
陵
公
園
を
中
心
に
雑
木
林
の
萌
芽
更
新
や
維
持
管
理

作
業
等

南
平
丘
陵
公
園

近
隣
雑
木
林

1
1

二
中

東
豊
田
緑
湧
会

東
豊
田
緑
地
の
保
全

（
黒
川
清
流
公
園
・
多
摩
平
第
1
緑
地
・
多
摩
平

第
6
公
園
）

東
豊
田
緑
地
保
全
地
域
の
手
入
れ
・
管
理
・
企
業
や
学
校
と
の

社
会
貢
献
活
動
・
保
全
計
画
の
協
働
策
定

東
豊
田
緑
地
保
全
地
域

緑
と
清
流
課

1
2

二
中

豊
田
第
四
自
治
会

自
治
会
活
動
の
中
、
緑
と
水
の
活
動
を
サ
ー
ク

ル
で
実
施
。
区
画
整
理
地
内
公
園
予
定
地
の
自

然
・
景
観
保
全
と
、
人
も
生
き
も
の
も
居
心
地
の

よ
い
居
場
所
づ
く
り

矢
崎
橋
や
す
ら
ぎ
処
は
公
園
予
定
地
だ
が
、
民
間
の
助
成
金

で
公
園
の
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
管
理
を
実
施
、
用
水
整

備
、
整
備
前
の
土
地
を
預
か
り
緑
地
（
花
壇
）
と
す
る
。

自
治
会
地
域

区
画
整
理
課

1
3

二
中

カ
ワ
セ
ミ
ハ
ウ
ス
環
境
分
科
会

環
境
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
市
民
へ
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
行

日
野
市
内

環
境
保
全
課

1
4

二
中

日
野
第
五
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

校
庭
に
水
田
あ
り
。
井
戸
水
使
用
。
農
家
が
手
伝
う
。

1
5

三
中

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樹
木
・
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り

里
山
保
全
活
動
・
自
然
体
験
の
企
画
実
施
・
人
材
育
成
の
検

定
事
業
・
多
摩
動
物
公
園
の
森
で
保
全
活
動
と
各
種
事
業

(日
野
市
内
で
は
）

多
摩
動
物
公
園
の
森

1
6

三
中

岩
橋
保
晴

有
機
野
菜
と
シ
イ
タ
ケ
作
り

七
生
福
祉
園
に
て
シ
イ
タ
ケ
・
野
菜
作
り
の
指
導
講
師
を
､週
2

日
く
ら
い
行
っ
て
い
る
。

七
生
福
祉
園
の
畑
・
雑
木
林

1
7

三
中

七
生
緑
小
学
校

1
8

三
中

夢
が
丘
小
学
校

1
9

三
中

石
坂
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
（
自
然
の
恵
み
を
楽
し

む
会
）

都
市
農
業
の
理
解
と
食
農
教
育
・
福
祉
農
園

田
ん
ぼ
含
む
農
業
全
般
の
農
体
験
・
餅
つ
き
・
わ
ら
リ
ー
ス
作
り

な
ど
。
農
業
文
化
の
伝
承
。

石
坂
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス

2
0

三
中

倉
沢
里
山
を
愛
す
る
会

里
山
保
全
と
景
観
維
持

里
山
の
手
入
れ
・
維
持
管
理
・
エ
コ
循
環
を
と
お
し
た
高
齢
層
の

社
会
参
画
機
会
の
提
供
な
ど

倉
沢
地
区
の
公
有
緑
地

2
1

四
中

生
沼
組
（
生
沼
さ
ん
と
支
え
る
方
達
）

た
ん
ぼ
づ
く
り
･野
菜
作
り
・
学
校
支
援
な
ど

社
協
の
児
童
部
会
の
部
長
さ
ん
(9
0
才
)。
自
身
も
農
業
者
な
の

で
、
子
供
た
ち
に
農
体
験
を
指
導
。

万
願
寺
中
央
公
園

緑
と
清
流
課

2
2

四
中

生
沼
組
（
生
沼
さ
ん
と
支
え
る
方
達
）

た
ん
ぼ
づ
く
り
･野
菜
作
り
・
学
校
支
援
な
ど

社
協
の
児
童
部
会
の
部
長
さ
ん
(9
1
才
)。
自
身
も
農
業
者
な
の

で
、
子
供
た
ち
に
農
体
験
を
指
導
。

四
小

小
学
校

2
3

四
中

日
野
第
六
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

水
田
は
な
い

2
4

四
中

旭
が
丘
小
学
校
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【資料１】日野市における中学校区別「緑・農・用水路」に関わる活動（その２） 

   

Ｎ
ｏ
中
学
校
区

団
体
名

目
的

活
動
内
容

主
な
活
動
エ
リ
ア

市
関
係
部
署

2
5

大
坂
上
中
農
の
学
校

農
業
者
の
担
い
手
不
足
を
補
う
、
農
業
者
の
支

援
｢農
の
学
校
｣を
開
設
し
、
農
業
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

七
つ
塚
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー

2
6

大
坂
上
中
N
P
O
法
人
め
ぐ
み

都
市
農
業
の
支
援
と
振
興
・
農
地
の
保
全

農
産
物
等
の
生
産
、
流
通
、
消
費
を
支
援
協
働
す
る
事
業
・
市

民
と
農
業
生
産
者
の
交
流
を
図
る
事
業
・
農
地
・
里
山
の
保
全

と
活
用
を
図
る
事
業
な
ど

七
つ
塚
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー

2
7

大
坂
上
中
日
野
第
三
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

農
家
の
水
田
を
借
用
し
て
、
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
農
家
が
指

導
。

2
8

大
坂
上
中
日
野
第
七
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

水
田
は
な
い

2
9

大
坂
上
中
東
光
寺
小
学
校

3
0

七
生
中

た
ん
ぼ
の
学
校
実
行
委
員
会

た
ん
ぼ
の
学
校

水
田
で
の
稲
作
り
を
通
じ
て
日
野
市
の
農
業
・
環
境
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る

南
平

中
央
公
民
館

3
1

七
生
中

南
平
・
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

南
平
の
歴
史
的
環
境
資
源
を
守
り
つ
な
げ
、
ま
ち

の
再
発
見
と
豊
か
な
暮
ら
し
作
り

南
平
駅
前
に
「
ぼ
け
っ
と
広
場
｣を
つ
く
り
、
そ
の
維
持
管
理
。
駅

周
辺
を
考
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
。
地
域

イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
。

南
平
駅
周
辺
用
水
路
沿
い

み
な
み
だ
い
ら
児
童
館

緑
と
清
流
課

3
2

七
生
中

古
池
初
美

田
ん
ぼ
の
保
全
と
活
用

自
治
会
と
農
業
者
を
中
心
と
し
た
田
ん
ぼ
づ
く
り

川
辺
堀
之
内

区
画
整
理
課

3
3

七
生
中

豊
田
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

校
庭
に
水
田
あ
り
、
井
戸
水
使
用

3
4

七
生
中

南
平
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

校
庭
に
水
田
あ
り
。
井
戸
水
使
用
。
農
家
が
手
伝
う
。

3
5

平
山
中

浅
川
滝
合
水
辺
の
楽
校
運
営
委
員
会

浅
川
と
ビ
オ
ト
ー
プ
で
の
水
辺
体
験

滝
合
小
学
校
生
徒
を
中
心
に
浅
川
清
掃
や
食
体
験
な
ど

浅
川
な
ど

3
6

平
山
中

日
野
産
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
元
採
れ
た
大
豆
を
学
校
給
食
で
子
供
た
ち
に

食
べ
て
も
ら
う
・
食
農
教
育

栄
養
士
・
調
理
員
・
農
業
者
・
大
学
生
・
市
民
が
協
力
し
、
農
家

や
学
童
が
育
て
た
大
豆
を
学
校
給
食
で
活
用
。

東
光
寺
地
区

3
7

平
山
中

え
ん
こ
ら
し
ょ

仕
事
を
通
じ
て
人
々
の
暮
ら
し
や
地
域
社
会
を
豊

か
に
す
る

空
き
屋
事
業
で
場
所
を
確
保
し
て
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
(毎
木

曜
日
)・
石
鹸
を
使
用
し
た
掃
除
事
業
・
民
家
の
庭
木
果
樹
で

マ
ー
マ
レ
ー
ド
な
ど
製
造

日
野
市
内

地
域
協
働
課

3
8

平
山
中

平
山
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

水
田
は
な
い

3
9

平
山
中

滝
合
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

校
庭
に
水
田
あ
り
。
井
戸
水
使
用
。
農
家
が
指
導
、
水
辺
の
楽

校
が
運
営

4
0

三
沢
中

潤
徳
小
学
校

浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校

水
田
で
体
験
学
習

浅
川
と
向
島
用
水
で
遊
び
な
が
ら
の
環
境
学
習

潤
徳
小
学
校
生
徒
を
中
心
に
水
辺
体
験
や
田
ん
ぼ
作
り

農
家
の
水
田
を
借
用
し
て
、
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
｢潤
徳
水

辺
の
楽
校
」
が
指
導
。
浅
川
で
ど
ん
ど
焼
き
も

浅
川
・
向
島
用
水
・
新
井
の
田

ん
ぼ

緑
と
清
流
課

4
1

三
沢
中

ま
ち
の
生
ご
み
活
か
し
隊

第
八
小
学
校
区
域
の
生
ご
み
減
量
・
環
境
教

育
・
農
体
験
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
せ
せ
ら
ぎ
農
園
の
運
営
。
約
2
0
0
世
帯

の
生
ご
み
回
収
・
運
搬
・
た
い
肥
化
・
野
菜
作
り
事
業
。
学
校
施

設
で
の
菌
ち
ゃ
ん
野
菜
作
り
支
援
。
田
ん
ぼ
の
援
農

新
井
の
農
地

ご
み
ゼ
ロ
推
進

課

4
2

三
沢
中

真
堂
が
谷
戸
蛍
の
会

真
堂
が
谷
戸
に
お
け
る
生
物
多
様
性
を
考
慮
し

た
里
山
の
保
全
活
動

雑
木
林
の
管
理
と
ホ
タ
ル
の
保
全
、
田
ん
ぼ
の
復
元
（
4
0
坪
）
と

稲
の
不
耕
起
栽
培
・
日
野
市
と
「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」
開
催

真
堂
が
谷
戸

4
3

三
沢
中

日
野
団
塊
世
代
広
場

健
康
で
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
貢

献
。
百
草
山
で
の
｢明
る
い
雑
木
林
｣づ
く
り
・
イ
ベ

ン
ト
手
伝
い
な
ど

雑
木
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
修
了
を
中
心
に
百
草
山
の
手
入
れ

作
業
・
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
フ
ト
・
竹
ぼ
っ
く
り
の
製
作
・
腐
葉
土
作
り
な

ど
百
草
山
雑
木
林

4
4

三
沢
中

日
野
の
水
車
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

公
園
の
水
車
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
野
の
歴
史

と
用
水
路
の
意
義
を
知
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
を
伝
え
る

水
車
で
精
米
・
石
臼
体
験
の
実
施
､小
学
校
の
学
習
支
援
、
小

水
力
発
電
の
検
討
な
ど

向
島
用
水
親
水
路
内
の
水
車

小
屋

緑
と
清
流
課

4
5

三
沢
中

ひ
の
炭
焼
き
ク
ラ
ブ

炭
焼
き
は
地
球
を
救
う
を
合
い
言
葉
に
、
炭
の
活

用
と
普
及

お
華
炭
や
鑑
賞
炭
を
焼
い
て
、
炭
の
持
つ
力
(土
壌
改
良
・
空

気
浄
化
・
水
質
浄
化
・
燃
料
）
を
体
験

ひ
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
落
川
交
流
セ
ン
タ
ー

4
6

三
沢
中

ト
ト
ロ
の
畑

農
と
ふ
れ
あ
う
暮
ら
し
の
提
案

市
民
有
志
で
地
主
さ
ん
の
援
農
作
業
・
日
常
の
野
菜
を
作
り
な

が
ら
農
業
技
術
、
生
物
の
多
様
性
学
習

新
井
の
柿
畑
・
田
ん
ぼ

4
7

三
沢
中

T
A
N
B
O
N
O
W
A

自
然
農
法
に
よ
る
田
ん
ぼ
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る

田
ん
ぼ
づ
く
り
体
験

落
川
交
流
セ
ン
タ
ー
ひ
ょ
う
た
ん
田
ん
ぼ
の
維
持
管
理

新
井
の
田
ん
ぼ

落
川
交
流
セ
ン
タ
ー

4
8

三
沢
中

落
川
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

落
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
・
地
域
交
流

創
出

地
域
1
2
自
治
会
と
市
民
団
体
が
連
携
し
、
「
ケ
ガ
と
弁
当
自
分

持
ち
」
の
精
神
で
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
園
内
の
雑
木

林
と
田
ん
ぼ
の
手
入
れ
な
ど
も
行
う
。

落
川
交
流
セ
ン
タ
ー

地
域
協
働
課
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【資料１】日野市における中学校区別「緑・農・用水路」に関わる活動（その３） 

   

Ｎ
ｏ
中
学
校
区

団
体
名

目
的

活
動
内
容

主
な
活
動
エ
リ
ア

市
関
係
部
署

5
0

三
沢
中

わ
ら
ぞ
う
り
保
存
会

わ
ら
草
履
や
し
め
縄
な
ど
、
作
り
方
の
継
承

夏
の
布
草
履
・
秋
の
わ
ら
草
履
・
年
末
に
し
め
縄
作
り

八
小
・
郷
土
資
料
館

郷
土
資
料
館

5
1

三
沢
中

日
野
第
八
小
学
校

水
田
で
体
験
学
習

ビ
オ
ト
ー
プ
に
水
田
あ
る
が
、
バ
ケ
ツ
稲
で
稲
作
り

5
2

市
内
・
広
域
浅
川
流
域
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

水
辺
環
境
保
全
・
流
域
行
政
へ
の
提
言

浅
川
の
河
川
環
境
や
河
川
工
事
に
つ
い
て
国
や
地
方
公
共
団

体
と
の
協
議
、
水
質
調
査
・
水
質
マ
ッ
プ
作
成
・
浅
川
清
掃
活

動

浅
川
・
大
栗
川
・
程
久
保
川
・

谷
地
川

5
3

市
内
・
広
域
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転
市
場

モ
ノ
を
大
切
に
し
、
ご
み
に
な
る
物
を
買
わ
な
い
・

出
さ
な
い
暮
ら
し
を
め
ざ
す

市
民
か
ら
無
償
で
提
供
さ
れ
た
中
古
衣
類
・
雑
貨
品
な
ど
の
販

売
万
願
寺
店
・
多
摩
平
店

地
域
協
働
課

5
4

市
内
・
広
域
ひ
の
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
（
日
野
市
環
境
学
習
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

日
野
市
内
小
・
中
学
校
の
体
験
学
習
支
援

野
外
で
の
体
験
学
習
支
援
・
自
然
物
を
使
っ
た
工
作
な
ど
の
学

習
支
援

市
内
小
・
中
学
校

環
境
保
全
課

5
5

市
内
・
広
域
日
野
の
自
然
を
守
る
会

日
野
の
自
然
を
守
り
、
市
民
に
自
然
尊
重
の
心

を
養
い
、
そ
の
保
全
と
復
元
に
努
力
し
、
人
間
性

豊
か
な
社
会
の
発
展
に
寄
与

自
然
保
護
に
関
す
る
啓
蒙
普
及
・
調
査
・
研
究
・
観
察
会
・
研
究

会
な
ど
の
実
施
・
大
木
島
自
然
公
園
の
手
入
れ

日
野
市
を
中
心
と
し
て
関
東
一

円
緑
と
清
流
課

5
6

市
内
・
広
域
日
野
み
ど
り
の
推
進
委
員
会

緑
地
の
保
護
・
保
全
の
必
要
性
を
参
加
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
保
全
作
業
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
・

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る

自
然
観
察
会
を
市
と
共
催
し
て
毎
月
実
施
。
市
の
行
事
な
ど
へ

の
協
力

南
平
丘
陵
公
園
・
市
内
外
緑

地
緑
と
清
流
課

5
7

市
内
・
広
域
ひ
の
緑
の
ト
ラ
ス
ト

日
野
市
内
雑
木
林
の
公
有
化
の
た
め
の
募
金
活

動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
募
金
活
動
。
緑
の
保
全
（
公
有
化
）
の
た
め

の
募
金
活
動
や
要
請
活
動

市
内
全
域

緑
と
清
流
課

5
8

市
内
・
広
域
ひ
の
・
ま
ち
の
生
ご
み
を
考
え
る
会

日
野
市
内
の
生
ご
み
減
量
と
地
域
内
循
環
の
し

く
み
づ
く
り

日
野
市
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
と
協
働
で
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
実
施
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
の
普
及
。
ま
ち
の
生
ご
み
活
か
し
隊
の
立
ち
あ
げ

市
全
域

ご
み
ゼ
ロ
推
進

課

5
9

市
内
・
広
域
ふ
だ
ん
着
で
C
O
2
を
へ
ら
そ
う
事
業

Ｃ
Ｏ
2
削
減

省
エ
ネ
の
啓
発
・
環
境
学
習
・
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
・
地
球
温
暖

化
対
策
に
向
け
た
事
業
な
ど

市
全
域

環
境
保
全
課

6
0

市
内
・
広
域
み
ず
と
く
ら
す
・
ひ
の

日
野
の
水
辺
環
境
を
後
世
に
残
す

水
辺
の
あ
る
風
景
5
0
選
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
選
定
さ
れ
た
5
0
箇
所

に
小
学
校
な
ど
と
連
携
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
・
標
識
作
り
・
水
辺

5
0
選
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

全
用
水
路

緑
と
清
流
課

6
1

市
内
・
広
域
水
と
緑
の
日
野
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

緑
や
水
の
保
全
に
つ
い
て
各
自
然
保
護
団
体
の

連
携
に
よ
り
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

「
雑
木
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
「
市
民
環
境
大
学
」
開
講
。
定
期

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。

市
内
全
域

緑
と
清
流
課

6
2

市
内
・
広
域
水
の
郷
日
野
ビ
ジ
ョ
ン
4
5
0

日
野
用
水
開
削
4
5
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
採
択
さ
れ
た
「
共
同
宣
言
」
の
実
現

日
野
市
の
用
水
や
田
ん
ぼ
の
保
全
活
動
・
浅
川
の
水
量
減
少

や
用
水
取
水
堰
の
問
題
に
つ
い
て

日
野
市
内
及
び
浅
川
流
域

緑
と
清
流
課

6
3

市
内
・
広
域
N
P
O
法
人
日
野
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会

人
と
人
が
共
に
育
ち
合
い
､支
え
合
っ
て
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
子
育
て
広
場
｢み
ん
な
の
は
ら
っ
ぱ
｣を
、

万
願
寺
・
南
平
・
東
宮
下
で
運
営
。
万
願
寺
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
生
ご
み
堆
肥
で
花
壇
作
り
実
施
。

南
平
駅
西
交
流
セ
ン
タ
ー

万
願
寺
交
流
セ
ン
タ
ー

東
宮
下
地
区
セ
ン
タ
ー

地
域
協
働
課

6
4

市
内
・
広
域
N
P
O
法
人
日
野
人
・
援
農
の
会

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
推
進
に
お
け
る
､農

業
の
担
い
手
不
足
対
応

農
の
学
校
修
了
者
へ
の
援
農
先
紹
介
と
斡
旋
。
援
農
の
マ
ッ

チ
ン
グ
。
用
水
路
の
定
期
清
掃
。

七
つ
塚
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
交
流
農
園

6
5

市
内
・
広
域
N
P
O
法
人
ひ
の
市
民
活
動
団
体
連
絡
会

中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
市
民
団
体
活
動
団
体

の
様
々
な
支
援

市
民
参
加
・
交
流
の
促
進
・
市
民
活
動
相
談
・
団
体
新
設
支

援
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど

ひ
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

地
域
協
働
課

6
6

市
内
・
広
域
里
山
耕
房
く
ら
さ
わ

豊
か
な
自
然
を
守
り
､育
み
な
が
ら
、
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
誰
も
が
｢自
分
ら
し
く
｣暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現

障
が
い
者
の
通
所
施
設
。
障
害
を
持
っ
た
方
と
一
緒
に
畑
を
耕

し
て
野
菜
を
販
売
し
て
い
る
。

多
摩
地
域

6
7

市
内
・
広
域
(一
社
）
畑
会

都
市
農
業
の
支
援

農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
農
家
さ
ん
の
援
農
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
支

援
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
勉
強
会
開
催
な
ど

多
摩
全
域

6
8

市
内
・
広
域
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議

み
ど
り
グ
ル
ー
プ

環
境
基
本
計
画
　
緑
分
野
(農
地
含
む
)の
施
策

の
推
進

環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
環
境
保
全
課
と
共
催
で
実
施

日
野
市
内

緑
と
清
流
課

環
境
保
全
課

6
9

市
内
・
広
域
日
野
市
・
小
水
力
発
電
を
実
現
す
る
市
民
の

会
用
水
路
を
活
か
し
た
小
水
力
発
電
の
実
現

小
水
力
発
電
の
開
発
と
商
品
化
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

日
野
市
内

環
境
保
全
化

7
0

市
内
・
広
域
桧
川
直
子

田
ん
ぼ
の
保
全

田
ん
ぼ
を
通
し
た
環
境
教
育

現
在
田
ん
ぼ
と
人
材
募
集
中

7
1

市
内
・
広
域
東
京
縁
農
会

東
京
を
中
心
と
し
た
都
市
農
家
さ
ん
や
農
に
興
味

を
持
つ
人
と
の
関
係
人
口
を
増
や
す
（
2
0
1
9
年
）
東
京
を
中
心
と
し
た
農
家
さ
ん
へ
の
援
農
・
交
流

東
京
都
、
及
び
そ
の
周
辺
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【資料２】コミュニティガーデンづくりのステップ 

「コミュニティガーデナー 養成講座テキスト」 特定非営利活動法人 NPO birth発行より 
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